
タ
イ
は
、
近
年
、
近
隣
諸
国
の
イ
ン
フ
ラ
開
発

に
対
す
る
経
済
協
力
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
背
景
、
現
状
、
展
望
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

●
被
援
助
国
か
ら
援
助
国
へ
の
変
貌

タ
イ
は
、
被
援
助
国
か
ら
近
隣
諸
国
等
へ
の
援

助
国
に
変
貌
し
つ
つ

あ
る
。
一
九
九
六
年

に
は
、
財
務
省
財
政

政
策
局
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
等
近
隣
諸
国

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

た
め
バ
ー
ツ
借
款
を

供
与
す
る
機
関
と
し

て
「
近
隣
諸
国
経
済

開
発
協
力
基
金
」（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
を
設
立
し

た
。
同
基
金
は
、
二

○
○
五
年
五
月
に
独

立
し
公
的
機
関
と
な

り
名
称
も
「
近
隣
諸

国
経
済
開
発
協
力
機

構
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）と
し
て
再
編
（
人
員
約
三
○
人
）

さ
れ
た
。
一
方
、
タ
イ
の
援
助
受
入
れ
窓
口
と
し

て
は
、
技
術
協
力
局
（
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
が
首
相
府
の

下
に
あ
っ
た
が
、
二
○
○
二
年
一
○
月
の
省
庁
再

編
に
よ
り
外
務
省
の
傘
下
に
入
っ
た
。
二
○
○
四

年
六
月
に
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
事
業
の
内
、
タ
イ
の
対
外
協

力
全
般
の
統
括
に
関
す
る
も
の
は
外
務
省
国
際
経

済
局
に
移
管
さ
れ
外
務
省
次
官
補
付
き
の
局
に
格

下
げ
と
な
り
、
人
員
も
二
七
○
人
か
ら
九
○
人
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
五
年
初
め
同
機
関
は
、

援
助
の
供
与
と
受
入
れ
の
双
方
を
実
施
す
る
タ
イ

国
際
経
済
協
力
事
務
局
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
し
て
再

編
さ
れ
た
。
こ
の
再
編
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
援
助
受

入
れ
窓
口
だ
け
で
な
く
技
術
援
助
供
与
機
関
と
し

て
「
タ
イ
版
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
に
再
編
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
タ
イ
の
援
助

実
施
機
関
再
編
の
動
き
に
合
わ
せ
、
タ
ク
シ
ン
首

相
は
二
○
○
三
年
一
○
月
の
閣
議
で
、「
ノ
ー
モ

ア
援
助
」
宣
言
を
行
い
、
タ
イ
は
無
差
別
に
援
助

を
受
け
入
れ
る
国
で
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
と
同

時
に
、
供
与
能
力
も
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
続

く
一
一
月
、
近
隣
諸
国
と
の
協
力
に
関
し
タ
イ
が

主
導
し
た
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
・

メ
コ
ン
経
済
協
力
戦
略
（
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
宣
言

は
、
タ
イ
が
援
助
供
与
国
に
も
な
っ
て
き
た
と
い

う
自
信
と
実
績
を
示
し
た
。

二
○
○
三
財
政
年
度
で
み
れ
ば
、
タ
イ
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
額
は
一
億
六
七
○
○
万
米

ド
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
同
国
の
総
国
民
所
得

（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
の
○
・
一
三
％
に
相
当
す
る
。
内
、

贈
与
が
二
○
○
○
万
米
ド
ル
（
一
二
％
）、
融
資

が
一
億
四
七
○
○
万
米
ド
ル
（
八
八
％
）
あ
る
。

こ
れ
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
外
務
省
、
財
務
省
等
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
務
省
傘
下
の
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
や
教
育
省
に
よ
る
技
術
援
助
も
あ
る
が
、

そ
の
額
は
、
全
体
の
四
％
以
下
と
少
な
い
。
全
体

の
約
七
割
が
近
隣
諸
国
の
道
路
、
橋
、
ダ
ム
等
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
開
発
に
対
す
る
融
資

で
あ
る
（
表
１
参
照
）。

●
メ
コ
ン
地
域
開
発
へ
の
タ
イ
の
協
力

の
背
景
と
枠
組
み

チ
ャ
チ
ャ
イ
首
相
が
一
九
八
八
年
に
イ
ン
ド
シ

ナ
に
対
し
て
「
戦
場
か
ら
市
場
へ
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
て
以
来
、
歴
代
タ
イ
政
府
は
、

近
隣
諸
国
や
メ
コ
ン
川
流
域
諸
国
と
の
広
域
経
済

圏
構
想
を
積
極
的
に
支
持
し
て
き
た
。
こ
の
な
か

に
は
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
主
導
の
大

種別 供与先・目的 金額（1,000 ドル） ％
（贈与）
外務省 国連への供与 7,800 4.67
TICA 等 二国間プログラム 5,765 3.45

奨学金・訓練事業等
財務省 ADBへの供与 842 0.50
教育省 奨学金・教師訓練 69 0.04
保健省 国際基金への供与 1,061 0.63
運輸省 ラオス、ミャンマー、カンボジア

の道路・橋建設
4,422 2.65

計 19,959 11.94
（融資）
財務省 カンボジア、ラオス、ミャンマー

のインフラ開発
48,820 29.20

輸出入銀行 ラオスのダム・発電所建設 60,000 35.89
輸出入銀行 モルディブのインフラ建設 30,000 17.94
輸出入銀行 カンボジアのホテル・家屋建設 8,400 5.02

計 147,220 88.06
合計 167,179 100.00

表 1　タイのODA（2003 財政年度）

（ 出 所 ）Ministry of Foreign Affairs of Thailand, Global Partnership for Development: 
Thailand’s Contribution to Millennium Development Goal 8, 2005, p.14.

（注）2003 財政年度は 2002 年 10 月から 2003 年 9月末まで。

タ
イ̶

近
隣
諸
国
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
対
す
る
積
極
的
な
協
力

恒
石
隆
雄
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メ
コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）開
発
構
想
（
一
九
九
二
年
）、

東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
金
融
セ
ン
タ
ー
構
想
（
一
九

九
二
年
）、
タ
イ
北
部
と
周
辺
国
間
の
四
角
形
経

済
圏
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
）
構
想
（
一
九
九
三
年
）、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
成
長
の
三
角

形
（
Ｉ
Ｔ
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
）
構
想
（
一
九
九
三
年
） 

、

Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
（
二
○
○
三
年
。
経
済
協
力
戦
略

と
も
い
う
）
構
想
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
経
済
協
力
会

議
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
│

Ｅ
Ｃ
、
一
九
九
七
年
。
二
○

○
四
年
七
月
ベ
ン
ガ
ル
湾
多
分
野
技
術
経
済
協
力

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
名
称
変
更
）
等
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
開
発
構
想
の
具
体
化
策
で
あ
り
、

現
在
、
タ
イ
の
援
助
構
想
の
基
と
な
っ
て
い
る
Ａ

Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
構
想
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
タ
ク
シ

ン
首
相
は
、
二
○
○
三
年
四
月
バ
ン
コ
ク
で
開
催

さ
れ
た
特
別
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
間
の
経

済
協
力
戦
略
構
想
を
提
唱
し
た
。
二
○
○
三
年
一

一
月
一
二
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ガ
ン
で
同
構
想
に

基
づ
き
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
バ
ガ
ン
宣
言
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
、
同
様
な
歴
史
的
、
文
化
的
、
宗

教
的
遺
産
を
も
つ
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
カ
国
が
様
々
な
経
済
協
力
戦
略

を
駆
使
し
て
一
○
年
間
（
二
○
○
三
〜
二
○
一
二

年
）
で
、
同
地
域
を
平
和
で
安
定
し
成
長
す
る
地

域
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
、
当
初
こ
の
協
定
に
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
二
○
○
四
年
五
月
一
○
日
付
け
で
加
盟
国
と

な
っ
た
。
同
戦
略
は
次
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て

い
る
。
①
国
境
に
沿
っ
て
、
競
争
力
の
向
上
と
成

長
を
も
た
ら
す
こ
と
、
②
比
較
優
位
の
あ
る
場
所

に
農
業
と
製
造
業
の
移
転
を
促
進
す
る
こ
と
、
③

五
カ
国
の
所
得
格
差
を
縮
小
さ
せ
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
、
④
平
和
、
安
定
の
向
上
、
お
よ
び

持
続
的
繁
栄
を
達
成
す
る
こ
と
。
ま
た
、
具
体
的

な
協
力
の
分
野
は
次
の
六
分
野
で
あ
る
。
①
貿
易

と
投
資
、
②
農
業
と
工
業
、
③
輸
送
リ
ン
ケ
ー
ジ
、

④
観
光
、
⑤
人
的
資
源
開
発
、
⑥
保
健
衛
生
。

同
戦
略
の
骨
子
は
、
輸
送
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
関
係

の
深
い
国
境
地
域
の
都
市
間
に
お
い
て
姉
妹
都
市

協
定
を
結
び
、
主
要
な
箇
所
に
国
境
経
済
地
区
や

工
業
団
地
、
農
業
関
連
集
積
地
（
委
託
農
業
の
実

施
を
含
む
）
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
タ

イ
は
、
主
導
的
に
こ
の
戦
略
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
タ
イ
は
農
業
や
労
働
集
約
的
な
業
種
を

国
境
周
辺
あ
る
い
は
近
隣
諸
国
内
に
移
転
さ
せ
近

隣
諸
国
の
安
価
な
労
働
力
や
資
源
を
活
用
で
き
、

ま
た
近
隣
諸
国
も
雇
用
確
保
や
市
場
の
育
成
が
可

能
に
な
る
と
の
政
策
的
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。

●
進
行
中
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

（
１
）
道
路
建
設
と
架
橋
（
図
１
参
照
）

タ
イ
は
、
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
構
想
の
な
か
で
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
目
標
都
市

間
を
連
結
す
る
道
路
の
建
設
や
改
修
に
資
金
を
供

与
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
経
済
回
廊
計
画
と
し
て
既
に
決
定
さ

れ
て
お
り
、
重
ね
て
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
も
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
六
年
六

月
現
在
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
以
下
の
六
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
総
額
四
六
億
バ
ー
ツ
が
実
施
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
援
助
は
、
バ
ー
ツ
・
ロ
ー
ン
で
あ
り
融

資
額
の
半
分
以
上
を
タ
イ
企
業
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
用
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
「
紐
付
き
援
助
」
で
あ
る
。
①
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ

か
ら
ラ
オ
ス
経
由
で
中
国
の
昆
明
へ
至
る
南
北
経

済
回
廊
の
一
部
（
一
三
億
八
五
○
○
万
バ
ー
ツ
）

:

タ
イ
政
府
と
ラ
オ
ス
政
府
は
、
二
○
○
二
年

一
月
に
タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
の
チ
ェ
ン
コ
ン

か
ら
ラ
オ
ス
の
フ
ア
イ
サ
ー
イ
と
ル
ア
ン
ナ
ム
タ

ー
を
経
由
し
て
中
国
・
雲
南
省
の
景
洪
と
昆
明
に

連
結
す
る
道
路
を
建
設
す
る
契
約
に
合
意
。
南
北

経
済
回
廊
全
体
の
工
事
は
中
国
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ

及
び
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
協
調
下
で
進
行
中
。
タ
イ
政
府
は
、

二
○
○
二
年
一
○
月
に
ラ
オ
ス
の
ル
ア
ン
ナ
ム
タ

ー
と
フ
ァ
イ
サ
ー
イ
間
の
道
路
（
Ｒ
３
）
八
五
キ

ロ
の
建
設
の
た
め
ソ
フ
ト
ロ
ー
ン
供
与
を
ラ
オ
ス

と
締
結
。
三
○
年
借
款
で
一
○
年
間
の
利
子
免
除

図 1　タイの近隣諸国に対する経済協力（インフラストラクチャー開発）

（出所）Ministry of Foreign Affairs of Thailand, Global 
Partnership for Development: Thailand’s Contribution 
to Millennium Development Goal 8, 2005 等各種資料
より筆者作成。

アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）─2021─アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）



が
あ
り
、
残
り
期
間
の
利
子
率
は
一
・
五
％
。
二

○
○
四
年
九
月
か
ら
三
年
間
の
工
事
で
二
○
○
七

年
竣
工
予
定
。
チ
ェ
ン
コ
ン
と
フ
ア
イ
サ
ー
イ
間

に
は
第
三
の
メ
コ
ン
国
際
橋
の
架
橋
計
画
が
あ
る

が
、
現
在
ラ
オ
ス
側
の
資
金
不
足
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
②
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
か
ら
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の

タ
ー
ナ
ー
レ
ー
ン
地
区
ま
で
の
四
キ
ロ
の
鉄
道
敷

設
計
画
（
一
億
九
七
○
○
万
バ
ー
ツ
）:

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
援
助
で
一
九
九
四
年
に
完
成
し
た
第

一
友
好
橋
を
利
用
し
て
の
鉄
道
敷
設
計
画
で
あ
り
、

二
○
○
四
年
三
月
に
ラ
オ
ス
と
契
約
。
資
金
の
三

○
％
は
、
無
償
供
与
さ
れ
、
残
り
は
一
・
五
％
の

利
子
付
き
の
三
○
年
間
融
資
。
二
○
○
六
年
中
に

着
工
予
定
。
タ
ー
ナ
ー
レ
ー
ン
か
ら
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
の
間
は
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
に
よ
り
建
設
の
予
定
。

③
南
北
経
済
回
廊
の
一
部
で
あ
る
フ
ァ
イ
コ
ン
か

ら
北
ラ
オ
ス
の
パ
ク
ベ
ン
間
の
四
九
キ
ロ
道
路
建

設
（
八
億
四
○
○
○
万
バ
ー
ツ
）:

二
○
○
四
年

二
月
に
契
約
さ
れ
、
資
金
の
三
○
％
は
無
償
供
与

さ
れ
残
り
は
融
資
。
現
在
コ
ン
サ
ル
と
建
設
業
者

の
選
定
中
。
④
南
部
経
済
回
廊
の
一
部
で
あ
る
タ

イ
の
ト
ラ
ー
ト
県
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
コ
ッ
コ
ン
と

ス
レ
オ
ン
バ
ル
地
区
を
結
ぶ
一
五
一
キ
ロ
の
道
路

（
Ｒ
48
）改
修
工
事
（
八
億
六
七
八
○
万
バ
ー
ツ
）

:

二
○
○
三
年
七
月
五
億
六
七
八
○
万
バ
ー
ツ
の

融
資
契
約
、
さ
ら
に
二
○
○
四
年
八
月
三
億
バ
ー

ツ
の
追
加
融
資
契
約
。
四
つ
の
架
橋
に
関
し
て
は

グ
ラ
ン
ト
供
与
。
現
在
建
設
中
で
二
○
○
七
年
竣

工
予
定
。
⑤
南
部
経
済
回
廊
の
一
部
で
あ
る
タ
イ

の
チ
ョ
ン
サ
ギ
ャ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
ロ
オ

ン
ウ
ェ
ン
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
間
の
道
路
（
Ｒ

67
）
改
修
工
事
（
八
億
バ
ー
ツ
）:

二
○
○
三
年

六
月
タ
イ
閣
議
決
定
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
の
再

三
の
ル
ー
ト
変
更
で
遅
れ
た
が
、
本
年
八
月
タ
ク

シ
ン
首
相
が
現
地
を
訪
問
し
融
資
契
約
締
結
。
全

ル
ー
ト
一
五
一
キ
ロ
の
Ｆ
／
Ｓ
調
査
費
一
億
二
六

○
○
万
バ
ー
ツ
は
タ
イ
が
無
償
供
与
。
⑥
メ
ソ
ッ

ト
・
タ
ー
ト
ン
間
道
路
一
五
三
キ
ロ
の
建
設
（
五

億
二
二
九
○
万
バ
ー
ツ
）:

こ
の
間
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
か
ら
タ
イ
の
ム
ク
ダ
ハ

ー
ン
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
を
経
て
ベ
ト
ナ

ム
の
ダ
ナ
ン
港
に
至
る
東
西
経
済
回
廊
の
一
部
。

タ
イ
は
、
タ
イ
国
境
の
メ
ソ
ッ
ト
か
ら
ミ
ャ
ワ
デ

ィ
間
一
八
キ
ロ
の
道
路
を
改
修
す
る
た
め
一
億
二

二
九
○
万
バ
ー
ツ
を
、
ま
ず
無
償
資
金
と
し
て
供

与
し
二
○
○
六
年
五
月
竣
工
済
み
。
そ
れ
以
降
の

コ
ー
カ
レ
イ
ま
で
の
山
間
部
四
○
キ
ロ
も
タ
イ
が

四
億
バ
ー
ツ
無
償
供
与
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
れ

以
降
は
ロ
ー
ン
（
一
○
億
バ
ー
ツ
）
で
交
渉
中
。

（
２
）
国
境
経
済
地
区
の
開
発
（
図
１
参
照
）

①
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
国
境
経
済
地
区

中
国
の
雲
南
省
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
と

メ
コ
ン
川
お
よ
び
南
北
経
済
回
廊
を
通
じ
て
結
び

つ
き
の
強
く
な
る
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
に
ビ
ジ
ネ
ス

・
ハ
ブ
と
し
て
の
「
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
国
境
経
済
地

区
」
の
設
置
計
画
が
あ
る
。
二
○
一
四
年
ま
で
の

長
期
開
発
計
画
で
あ
り
、
現
在
、
以
下
の
よ
う
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
捗
中
。（
ａ
）
メ
ー
サ
イ: 

ミ
ャ
ン
マ
ー
間
と
の
国
境
貿
易
促
進
の
た
め
、
現

在
メ
ー
サ
イ
税
関
を
改
善
済
み
。
別
の
箇
所
に
新

税
関
を
設
置
中
で
あ
り
、
こ
の
た
め
第
二
メ
ー
サ

イ
橋
を
完
成
（
二
○
○
六
年
一
月
開
通
式
実
施
）

さ
せ
簡
易
税
関
が
す
で
に
完
成
済
み
。（
ｂ
）
チ

ェ
ン
セ
ー
ン:

第
一
船
着
き
場
と
税
関
の
改
善
が

完
了
、
第
二
船
着
き
場
を
二
○
○
七
年
に
着
工
予

定
。
二
○
○
三
年
一
○
月
の
タ
イ
と
中
国
の
自
由

貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
以
降
、
チ
ェ
ン
セ
ー

ン
港
へ
の
中
国
商
品
の
流
入
が
増
加
中
。（
ｃ
）

チ
ェ
ン
コ
ン:

旧
船
着
き
場
と
税
関
は
改
善
済
み
。

第
三
の
メ
コ
ン
橋
が
建
設
予
定
で
あ
り
、
新
た
に

税
関
を
二
○
○
七
年
ま
で
に
設
置
の
予
定
。
タ
イ

工
業
団
地
公
社
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
は
、
二
○
○
四
年

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
に
土
地
を
確
保
し
、
工
業
団
地
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
は

遺
跡
も
多
い
こ
と
か
ら
反
対
運
動
も
あ
り
、
政
府

は
二
○
○
六
年
二
月
チ
ェ
ン
コ
ン
に
変
更
し
現
在
、

雲
南
省
と
協
議
中
。
タ
イ
政
府
は
、
こ
の
工
業
団

地
建
設
を
契
機
と
し
て
、
昆
明
等
中
国
側
か
ら
北

タ
イ
へ
の
投
資
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

②
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
・
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
国
境
経
済

地
区ラ

オ
ス
は
、
二
○
○
二
年
一
一
月
二
一
日
に
サ

ワ
ナ
ケ
ー
ト
州
セ
ノ
地
区
に
経
済
特
別
地
区
を
設

置
す
る
首
相
布
告
を
発
布
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
構
想
に
沿
っ

て
ラ
オ
ス
の
国
道
九
号
線
二
○
八
キ
ロ
の
改
修
工

事
も
日
本
の
無
償
援
助
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
融
資
で
終
了

し
て
い
る
。
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
と
の
間
の
第
二
メ
コ

ン
国
際
橋
は
、
日
本
の
円
借
款
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
お
り
、
二
○
○
四
年
三
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、

二
○
○
六
年
中
に
竣
工
予
定
。
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム

と
タ
イ
の
間
は
海
路
で
数
日
か
か
る
が
、
架
橋
後

は
、
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
港

カンボジアの道路（R48）（2005 年 12 月筆者撮影）開発中のコッコン工業団地（2005 年 12 月筆者撮影）

アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）─2223─アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）



ま
で
の
時
間
は
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
か
ら
タ
イ
の
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
に
行
く
よ
り
も
近
く
な
る
。

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
に
お
け
る
経
済
特
別
地
区
の
開

発
に
関
し
て
は
、
日
本
の
国
際
協
力
機
構
も
二
○

○
一
年
初
め
に
調
査
を
実
施
し
、
自
由
通
過
地
域
、

輸
出
加
工
区
、
自
由
貿
易
地
域
の
機
能
を
備
え
た

複
合
的
な
経
済
特
別
地
区
の
設
立
を
勧
告
し
た
。

こ
の
勧
告
を
受
け
て
、
現
在
、
工
場
、
住
居
、
ホ

テ
ル
、
免
税
商
業
地
区
、
国
境
管
理
施
設
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
サ
イ
ト
Ａ
（
三
○
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
、
工
場
、
貨
物
集
配
セ
ン
タ
ー
、
倉
庫
、
税
関

等
で
構
成
さ
れ
る
サ
イ
ト
Ｂ
（
二
○
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
合
計
三
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業
団
地
が

計
画
中
。
同
工
業
団
地
は
、
二
○
一
一
年
ま
で
に

開
発
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
○
○
六
年
現

在
ま
だ
未
着
工
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
は
、
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト

の
工
業
団
地
の
Ｆ
／
Ｓ
を
本
年
五
月
に
終
了
し
、

ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
Ｆ
／
Ｓ
を
実

施
中
。

③
ト
ラ
ー
ト
・
コ
ッ
コ
ン
国
境
経
済
地
区

Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
構
想
に
基
づ
き
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
が
協

力
し
Ｆ
／
Ｓ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
は
二
○
○
五

年
一
月
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
商
務
省
の
セ
ミ
ナ
ー
で

海
外
の
投
資
家
等
に
発
表
済
み
。
実
際
の
開
発
は
、

同
地
域
で
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・
ホ
テ
ル
経
営
を
実
施

し
て
い
る
コ
ッ
コ
ン
国
際
リ
ゾ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
社

で
あ
り
、
現
在
開
発
中
。
既
に
土
地
（
三
三
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
は
確
保
さ
れ
、
管
理
事
務
所
、
ゲ
ー

ト
も
完
成
。
電
力
（
本
格
的
に
は
タ
イ
側
か
ら
購

電
予
定
）、
水
は
仮
設
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
企

業
は
未
入
居
の
状
況
で
あ
る
が
、
同
社
は
、
二
○

○
五
年
か
ら
一
○
年
間
の
開
発
目
標
（
一
〜
二
年

目
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
促
進
、
三
〜
五
年
目
周
辺
道

路
の
完
成
、
労
働
者
訓
練
施
設
の
整
備
、
倉
庫
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
整
備
、
一
部
操
業
開
始
、
六
〜
一

○
年
目
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
促
進
）
で
あ
る
。

コ
ッ
コ
ン
は
、
タ
イ
の
ト
ラ
ー
ト
県
に
隣
接
し
、

現
地
の
安
価
な
原
材
料
と
労
働
力
を
求
め
る
タ
イ

企
業
の
投
資
が
期
待
さ
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
の

コ
ッ
コ
ン
と
ス
レ
オ
ン
バ
ル
間
の
道
路
（
Ｒ
48
）

改
修
工
事
は
タ
イ
の
援
助
で
二
○
○
七
年
度
の
完

成
に
向
け
進
捗
中
で
、
完
成
後
は
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ

ル
港
ま
で
二
二
九
キ
ロ
と
な
る
。
タ
イ
側
は
既
存

の
道
路
（
Ｒ
318
）
が
あ
り
、
タ
イ
の
東
部
臨
海
工

業
地
帯
に
も
三
○
○
キ
ロ
程
で
あ
る
。

④
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
経
済
地
区

タ
イ
政
府
は
、
タ
ー
ク
県
に
国
境
経
済
地
区
を

創
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
メ
ソ
ッ
ト
、
ポ
ッ
プ
ラ
、

メ
ー
ラ
マ
ー
ト
の
三
カ
所
を
当
面
四
億
バ
ー
ツ
か

け
て
開
発
す
る
計
画
を
二
○
○
四
年
一
○
月
閣
議

決
定
。
メ
ソ
ッ
ト
は
、
工
業
、
商
業
、
観
光
産
業

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
ポ
ッ
プ
ラ
と
メ
ー
ラ
マ

ー
ト
は
、
農
業
関
係
の
拠
点
と
し
て
開
発
す
る
予

定
。
こ
の
計
画
に
は
、
メ
ソ
ッ
ト
空
港
の
拡
張
、

周
辺
道
路
の
拡
張
、
洪
水
防
止
施
設
、
物
流
セ
ン

タ
ー
、
隣
国
労
働
者
の
雇
用
調
整
施
設
、
ホ
テ
ル

の
建
設
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
タ
イ
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
協
力
し
て
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
改

善
を
実
施
中
。
同
経
済
地
区
に
お
い
て
は
、
投
資

家
に
対
し
て
は
、
各
種
の
免
税
措
置
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
人
等
外
国
人
雇
用
の
自
由
化
等
の
恩
典
が
制
度

化
さ
れ
る
予
定
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
は
二
○
○
六
年
八
月

ミ
ャ
ン
マ
ー
領
内
の
工
業
団
地
Ｆ
／
Ｓ
を
終
了
し

て
い
る
。

●
お
わ
り
に

タ
イ
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
及
び
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
構
想
に

沿
っ
て
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
国
境
経
済
地

区
の
創
設
等
で
近
隣
諸
国
に
対
し
て
経
済
協
力
を

積
極
化
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
済
協
力
は
、
ポ

ス
ト
・
タ
ク
シ
ン
政
権
に
お
い
て
も
一
時
的
に
停

滞
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
対
外
的
に
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｓ
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
て
お
り
継
続
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

タ
イ
の
地
域
協
力
等
に
果
た
す
役
割
を
踏
ま
え
、

わ
が
国
も
タ
イ
を
こ
の
地
域
の
拠
点
と
し
て
地
域

全
体
が
効
果
を
裨
益
す
る
よ
う
な
経
済
協
力
を
実

施
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
構
想
に
沿
っ
て

援
助
を
実
施
し
て
い
る
タ
イ
を
活
用
す
る
広
域
型

援
助
や
、
タ
イ
を
介
す
る
第
三
国
援
助
が
有
効
で

あ
り
、
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
は
、
今
後
、
日
本
の

企
業
に
と
っ
て
も
消
費
あ
る
い
は
生
産
の
面
で
潜

在
性
の
高
い
市
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
労
働
集
約

的
産
業
等
の
生
産
拠
点
を
国
境
周
辺
あ
る
い
は
隣

国
内
に
移
転
さ
せ
る
と
い
う
タ
イ
の
政
策
に
沿
っ

て
移
転
す
る
日
系
企
業
も
出
て
こ
よ
う
。
し
か
し
、

流
域
諸
国
の
イ
ン
フ
ラ
は
未
整
備
で
あ
り
、
こ
の

点
で
も
日
本
の
支
援
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
つ 

ね
い
し　

た
か
お
／
在
バ
ン
コ
ク
海
外
調

査
員
）

完成済のメソットの道路（2006 年 7月筆者撮影）
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